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日本の物流不動産プレーヤー

日本の投資適格物流不動産では、外国のプレーヤーが優位に立っ
ている。１９９９年に市場に参入した際、大きな影響を与えた最
初の企業がプロロジスである。２００１年にラサール インベスト
メント マネジメント、２００２年にＡＭＢが参入した。これらの
企業は建物のデザイン、特に倉庫の各階へのアクセスをもつラン
プの使用に革命をもたらした。これらの企業が物流不動産の考え
方を日本における投資資産として肯定的に変化させた点も重要で
ある。

グローバル・ロジスティクス・プロパティーズ（ＧＬＰ）はかつ
てプロロジス・ジャパンの一部であったが、２００９年３月に設
立され、プロロジスから取得した大規模なポートフォリオを管理
することとなった。実質的にプロロジスには少数の資産が残った
が、用地取得及びパイプラインサポートの機会を得て、最近では
成果をもたらし始めている。プロロジスはかなりのマーケットシ
ェアを有しているが、依然としてＧＬＰが圧倒的に日本の物流不
動産市場最大のプレーヤーである。ＧＬＰは最近のＩＰＯでも成
功を収め、同社の大きなシェアを守るのに優位な立場にある。 

オリックスと大和ハウス工業は、共に国内企業であり、投機的デ
ベロッパーとして物流不動産の完成後に市場の他のプレーヤーに
売却することを主に行ってきた。しかし、オリックスに関しては
この傾向は変わり、同社は最近ではオリックスグループのリート
に物件を売却している。また大和ハウス工業は、独自のプライベ
ートファンドを準備中であると言われている。

日本レップは物流不動産投資及び仲介を行う企業であったが、２
００７年にマッコーリー＆グッドマンに買収された。東京証券取
引所からの上場廃止という最近の発表により、同社の名称はグッ
ドマン・ジャパンとなる予定である。上場廃止により同社の業務
は国内の販売に再集中し、将来の成長の見通しをもたらすと思わ
れる。

Jリート：

* 産業ファンド投資法人（ＩＩＦ）は、三菱商事（５１％）とＵ
ＢＳ（４９％）の合弁会社である。このファンドは産業及び物流
施設からなるが、物流に関しては市場シェアは２％以下である。
従って、ＩＩＦは物流部門においてより積極的になる予定である。

* 日本ロジスティクスファンド投資法人は、株式の５１％を所有
する三井物産、２９％の中央三井信託銀行及び２０％のケネディ
ックスが出資している。同ファンドはまた、プロロジスと新たな
パイプラインサポート協定を結んでおり、これにより同ファンド
の拡大は加速すると予想される。 

　 順位 　所有物件数 企業名

1  69 　　　GLプロパティーズ

2 23 プロロジス

3 29 　　　　ﾗｻｰﾙ ｲﾝﾍﾞｽﾄﾒﾝﾄ ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

4 32 AMB

5 18 オリックス

6 28 日本ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽﾌｧﾝﾄﾞ投資法人

7 31 日本レップ

8 16 　　　野村不動産

9 9  　大和ハウス工業

10 14 メープルツリー

11 10 　　　　　産業ファンド投資法人

12 17 　　コマーシャル・アールイー

13 11 　　　　三菱商事
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　　全物流不動産の総床面積のパーセンテージに基づく日本市場におけるプレーヤー

　　　　所有物件数及び総床面積による日本市場におけるプレーヤーのランキング


